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す み だ 北 斎 美 術 館 蔵

葛

飾

北

斎

﹃
下
目
黒
﹄
︵
し
も
め
ぐ
ろ
)

こ
の
図
は
、
葛
飾
北
斎
筆
の
名
所
絵
︵
浮
世
絵
風

景
画
︶﹃
富
嶽
三
十
六
景
﹄
の
う
ち
の

枚
。

1

下
目
黒
は
現
在
の
東
京
都
目
黒
区
の
一
帯
で
、
武

蔵
野
段だ
ん

丘
き
ゅ
う

の
南
東
部
の
端
に
位
置
す
る
。
南
北
に

流
れ
る
目
黒
川
が
大
地
を
削
る
坂
の
多
い
地
形
。

当
時
は
田
畑
が
多
い
農
村
で
、
将
軍
が
鷹
狩
り
を

す
る
御お

鷹た
か

場ば

と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
図
は

左
右
対
称
に
丘
が
描
か
れ
、
そ
の
中
央
に
富
士
山
を

遠
望
で
描
い
て
い
る
。
第
�
�
�
号
の
﹃
神
奈
川
沖

波
裏
﹄
の
図
法
を
段
々
畑
で
用
い
た
よ
う
に
見
え
る
。

画
中
右
に
は
武
家
お
抱
え
の
二
人
の
鷹た
か

匠
じ
ょ
う

と
膝ひ
ざ

を

屈
す
る
農
夫
の
姿
。
中
央
に
は
農
家
の
母
子
、
左
に

は
鍬く
わ

を
担
い
で
丘
を
登
る
農
夫
が
描
か
れ
、
の
ど
か

な
日
常
の
風
景
が
描
か
れ
て
い
る
。

視
点
は
低
く
、
丘
と
丘
の
間
か
ら
見
え
る
富
士
山

の
様
子
か
ら
、﹁
夕
日
の
岡
﹂
か
ら
の
景
色
だ
と
思
わ

れ
る
。
藍あ
い

・
緑
・
黄
の
三
色
と
、
単
純
な
色
だ
け
で

ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
北
斎
の
技
術
力
は
さ
す
が
。

葛
飾
北
斎
と
は
︵
風
景
版
画
の
時
代
�

︶

風
景
画
錦
絵
シ
リ
ー
ズ
の
﹃
千ち

絵え

の
海
﹄
は
各
地

の
漁
労
風
俗
を
主
題
と
し
、
純
然
た
る
風
景
画
と
は

い
え
な
い
が
、
や
は
り
水
の
描
写
に
北
斎
ら
し
い
工

夫
が
み
ら
れ
る
。
中
で
も
﹁
総そ
う

州
し
ゅ
う

銚
ち
ょ
う

子し

﹂
は
、
岩が
ん

礁
し
ょ
う

に
打
ち
寄
せ
る
波
と
、
砕く

だ

け
た
の
ち
に
引
い
て

い
く
波
の
動
き
を
写
実
的
に
と
ら
え
て
見
事
で
あ
る
。
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◎「税の絵はがき」コン
クール優秀作品決定㌀㌀㌀�
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都税がスマートフォン決済アプリで納付できます。



法人会ニュース 江 東 ひ が し

の
と
お
り
決
ま
っ
た
。

江
東
東
税
務
署
長
賞

[第
一
大
島
小
学
校
]

須
藤

汀
さ
ん
︵
�
年
生
︶

江
東
東
法
人
会
長
賞

[第
一
大
島
小
学
校
]

小
林

練
さ
ん
︵
�
年
生
︶

江
東
東
法
人
会
女
性
部
会
長
賞

[第
一
大
島
小
学
校
]

荻

楓
華
さ
ん
︵
�
年
生
︶

審
査
員
特
別
賞

[第
一
大
島
小
学
校
]

岩
月
玲
季
さ
ん
︵
�
年
生
︶

江
東
東
法
人
会
長
特
別
賞

[浅
間
竪
川
小
学
校
]

山
本

憩
さ
ん
︵
�
年
生
︶

[東
砂
小
学
校
]

荒
川
勇
摩
さ
ん
︵
�
年
生
︶

入
選
︵

作
品
︶

10

[浅
間
竪
川
小
学
校
]

坂
谷
日
向
子
さ
ん
︵
�
年
生
︶

福
良
天
歩
さ
ん
︵
�
年
生
︶

石
井
小
楓
さ
ん
︵
�
年
生
︶

青
木
綾
音
さ
ん
︵
�
年
生
︶

李

亜
唯
さ
ん
︵
�
年
生
︶

[第
一
大
島
小
学
校
]

当
会
で
は
女
性
部
会
の
租
税
教

育
活
動
の
一
環
と
し
て
管
内
小
学

校
の
�
年
生
・
�
年
生
の
児
童
を

対
象
に
﹁
税
に
関
す
る
絵
は
が
き

コ
ン
ク
ー
ル
﹂
の
募
集
を
平
成
25

年
度
か
ら
毎
年
�
回
行
っ
て
い
る
。

第
�
回
目
と
な
る
令
和
�
年
度

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
で
、
小
学
校
の
夏
休
み

が
約
�
週
間
に
短
縮
さ
れ
た
こ
と

か
ら
、
令
和
元
年
度
に
応
募
の
あ

っ
た
�
校
の
校
長
先
生
あ
て
、
応

募
の
依
頼
を
行
っ
た
。

�
月

日
㈪
を
募
集
締
め
切
り

31

と
し
て
、
浅
間
竪
川
小
学
校
�



�
名
、
第
一
大
島
小
学
校
�
�
�

名
、
第
四
大
島
小
学
校

名
、
東

52

砂
小
学
校

名
と
計
�
校
�
�
�

69

名
か
ら
作
品
の
応
募
が
あ
っ
た
。

応
募
作
品
は
、
江
東
東
税
務
署

及
び
調
布
市
立
第
八
中
学
校
の
寺

沢
先
生
(美
術
担
当
)の
協
力
を
得

て
、
厳
正
な
審
査
を
行
い
、
江
東

東
税
務
署
長
賞
、
法
人
会
長
賞
、

女
性
部
会
長
賞
、
法
人
会
長
特
別

賞
、
審
査
員
特
別
賞
、
入
選
が
次

令和 3 年 3 月 1 日 第 471 号 (�)

小
林
花
音
さ
ん
︵
�
年
生
︶

[第
四
大
島
小
学
校
]

若
林
愛
子
さ
ん
︵
�
年
生
︶

新
井
愛
香
さ
ん
︵
�
年
生
︶

[東
砂
小
学
校
]

坂
本
理
央
さ
ん
︵
�
年
生
︶

塩
見
柚
貴
さ
ん
︵
�
年
生
︶

な
お
、
こ
れ
ら
作
品
の
う
ち
江

東
東
税
務
署
長
賞
を
受
賞
さ
れ
た

須
藤
汀
さ
ん
の
作
品
は
、︵
一
社
︶

東
京
法
人
会
連
合
会
が
実
施
す
る

コ
ン
ク
ー
ル
に
出
展
し
た
。

小
学
生
か
ら

作
品
の
応
募

第
�
回
﹁
税
に
関
す
る
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
﹂

446

法人会は消費税の期限内完納を推進しています。

未使用タオル
提供のお願い�

皆
様
方
が
お
年
賀
等
で
お
取
引
先
様
な
ど
か
ら
頂
戴
す
る
タ
オ
ル
が
、
未
使
用
で

余
っ
て
い
る
も
の
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
当
会
事
務
局
へ
ご
提
供
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
当
会
で
は
、
社
会
貢
献
活
動
の
一
環
と
し
て
、
未
使
用
タ

オ
ル
を
社
会
福
祉
法
人
等
を
通
じ
て
災
害
被
災
地
向
け
に
寄
贈
し
て
い
ま
す
。
現
地

で
は
本
当
に
喜
ん
で
使
っ
て
く
だ
さ
る
方
々
が
、
ま
だ
ま
だ
大
勢
い
ま
す
。

随
時
受
付
し
て
お
り
ま
す
の
で
是
非
、
ご
提
供
く
だ
さ
い
。

須藤 汀さん

江東東税務署長賞

小林 練さん

江東東法人会長賞

荻 楓華さん

江東東法人会女性部会長賞

岩月玲季さん

審査員特別賞

山本 憩さん

江東東法人会長特別賞

荒川勇摩さん

江東東法人会長特別賞

けんたくん

法人会

キャラクター
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めざします。企業の繁栄と社会への貢献

商
店
街
だ
。

山
長
さ
ん
は
、
戦
後
よ
り
地
域

の
方
々
の
行
事
や
、
お
茶
の
お
供

と
し
て
、
ま
た
参
拝
の
方
々
の
お

休
み
処
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
。

連 載亀
戸
東
�
支
部
・
小
島
支
部
長

が
推
薦
す
る
和
菓
子
﹁
山
長
﹂
さ

ん
を
訪
問
し
た
。

お
店
は
、
亀
戸
天
神
通
り
商
店

街
と
香
取
神
社
参
道
の
香
取
大
門

勝
運
商
店
街
入
口
に
あ
る
。

香
取
大
門
勝
運
商
店
街
と
い
え

ば
、
江
東
区
で
最
も
古
い
歴
史
を

持
つ
商
店
街
で
﹁
昭
和

年
代
﹂

30

を
テ
ー
マ
と
し
た
レ
ト
ロ
感
漂
う

街
並
み
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
た

支
部
長
さ
ん
ご
推
薦
の
店

㊴

和
菓
子
・
甘
味
処
﹁
山
長
﹂

亀
戸
東
�

支
部

小
島
支
部
長

目をひくレトロ感漂う

山長さんの外観
小島支部長

現
在
、
三
代
目
店
主
・
長
束
光

芳
さ
ん
は
、
代
々
続
く
和
菓
子
の

味
と
技
法
を
守
り
つ
つ
、
新
商
品

も
研
究
中
と
の
こ
と
。

店
頭
で
の
人
気
の
お
品
は
、
行

事
に
欠
か
せ
な
い
﹁
桜
餅
﹂
や
﹁
柏

餅
﹂﹁
お
は
ぎ
﹂
は
も
ち
ろ
ん
、
香

ば
し
く
焼
か
れ
た
生
地
に
秘
伝
の

タ
レ
が
自
慢
の
﹁
焼
だ
ん
ご
﹂
や
、

つ
ぶ
し
餡
の
﹁
豆
大
福
﹂、
控
え
め

な
甘
さ
の
﹁
栗
蒸
羊
か
ん
﹂。
更

に
大
粒
な
青
梅
の
甘
露
煮
を
こ
し

餡
と
赤
じ
そ
を
練
り
込
ん
だ
餅
で

包
ん
だ
﹁
梅
大
福
﹂
は
さ
っ
ぱ
り

と
ジ
ュ
ー
シ
ー
な
味
わ
い
で
絶
品
。

そ
の
他
﹁
い
な
り
寿
司
﹂
や
﹁
の

り
巻
﹂
も
好
評
で
、
昼
過
ぎ
に
は

売
り
切
れ
て
し
ま
う
と
の
こ
と
。

今
で
は
大
人
気
の
﹁
い
ち
ご
大

福
﹂
が
、
ま
だ
世
間
に
知
ら
れ
て

い
な
い
時
、
下
町
で
初
め
て
販
売

し
た
の
が
、
三
代
目
長
束
さ
ん
だ
。

当
時
、
従
業
員
さ
ん
達
か
ら
﹁
売

れ
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
﹂
と
囁
か

れ
て
い
た
が
、
大
ヒ
ッ
ト
商
品
と

な
り
メ
デ
ィ
ア
に
も
取
り
上
げ
ら

れ
、
知
る
人
ぞ
知
る
下
町
で
の
い

ち
ご
大
福
誕
生
の
店
と
な
っ
た
。

店
内
で
は
、﹁
甘
酒
﹂
は
も
ち
ろ

ん
、﹁
あ
ん
み
つ
﹂
や
﹁
お
し
る
こ
﹂

の
メ
ニ
ュ
ー
が
多
く
あ
り
、
特
に

栄
養
価
の
高
い
健
康
食
品
と
し
て

注
目
さ
れ
て
い
る
﹁
き
び
あ
わ
餅
﹂

が
入
っ
た
﹁
�

色
じ
る
こ
﹂
は
お

す
す
め
。
ま
た
チ
ョ

コ
バ
ナ
ナ
や

イ
チ
ゴ
な
ど
の
﹁
パ
フ
ェ
﹂
や
﹁
勝

運
ビ
ー
ル
﹂
も
あ
り
、
お
休
み
処

と
し
て
満
足
で
き
る
品
ぞ
ろ
え
だ
。

そ
の
他
、
勝
運
を
引
き
寄
せ
る

亀戸梅屋敷のみで販売

新名物・亀どら 180円

﹁
正
月
餅
﹂
や
﹁
誕
生
餅
﹂﹁
お
赤

飯
﹂
な
ど
あ
り
予
約
を
受
付
中
！

長
束
さ
ん
は
﹁
お
休
み
処
と
し

て
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
亀
の
形
に
焼
き
上
げ
た﹁
亀

ど
ら
﹂
は
亀
戸
の
新
名
物
と
し
て

梅
屋
敷
で
販
売
し
て
い
ま
す
﹂
と

の
こ
と
。

住
所
：

亀
戸
�
-

-
60

21

電
話
：

�
�
�
�
-
�
	


�

販
売
：

	
時
～

時
19

飲
食
：

時
節
柄
休
業
あ
り

休
業
日
：

火
曜
日

右から梅大福 180円

栗蒸羊かん 160円 豆大福 140円

三代目・店主

長束光芳さん

焼きたてが最高�焼だんご 120円

季節限定・大人気いちご大福 180円

食べ応えあり�

いなり・のり巻

�パック550円



冠
山
は
古
今
和
漢
の
書
、
地
理

物
産
学
、
儒
学
、
仏
典
に
い
た
る

ま
で
多
く
の
書
に
眼
を
通
し
、
ま

た
諸
芸
に
も
秀
で
て
学
識
き
わ
め

て
ひ
ろ
く
、
大
部
分
は
焼
失
し
て

し
ま
っ
た
が
そ
の
著
書
は
�
�
�

部
に
お
よ
ん
だ
と
い
わ
れ
る
。
著

書
で
難
を
う
け
な
い
も
の
の
数
部

は
、
も
と
池
田
侯
爵
家
に
あ
る
。

と
く
に
有
名
な
著
書
は
﹁
周
易

管
窺
﹂
｢論
語
説
﹂
｢墨
水
源
流
｣﹁
江

戸
黄
檗
禅
刹
記
九
巻
﹂
｢
浅
草
寺

誌
十
九
巻
｣
な
ど
で
あ
る
。
ま
た

お
馴
染
の
名
著
﹁
江
戸
名
所
図
会
﹂

と
﹁
十
万
庵
遊
歴
雑
記
﹂
の
序
文

は
冠
山
が
し
る
し
た
も
の
で
あ
る
。

法人会ニュース 江 東 ひ が し

池
田
冠か

ん

山ざ
ん

住
居
跡

北
砂
五
丁
目
付
近

●
冠
山
の
出
自

池
田
冠
山
は
明
和
�
年
︵
一
七

六
七
︶

月
�
日
に
生
れ
、
幼
名

10

を
鉄
之
亟
、
恒
次
郎
の
ち
に
定
常
、

晩
年
冠
山
道
人
と
号
し
た
、
因
幡

い

な

ば

国
︵
鳥
取
県
︶
若
桜
藩
主
で
あ
る
。

松
平
姓
を
称
し
池
田
侯
の
分
家

で
父
は
政
勝
、
母
は
浅
倉
氏
で
あ

る
。
�
歳
で
先
代
大
隅
守
定
得
の

養
子
と
な
り
、
天
明
	
年
家
督
を

継
い
で
藩
主
と
な
り
従
五
位
下
縫ぬ
い

殿ど
の

頭か
み

に
敍
任
し
た
。
の
ち
に
長
門

守
と
な
り
�
万
	
千
石
を
領
し
た
。

年
間
駿
府
城
に
つ
と
め
た
が
、

17
享
保
元
年
︵
一
八
〇
一
︶
健
康
を

害
し
藩
主
の
座
を
退
き
、
そ
の
子

に
家
職
を
ゆ
ず
っ
た
。

●
文
学
三
侯

冠
山
は
若
年
に
し
て
地
理
学
者

と
し
て
素
質
が
あ
り
、
は
や
く
か

ら
そ
れ
に
関
す
る
著
述
を
し
た
。

そ
し
て
江
戸
小
名
木
川
別
荘
に

遊
ん
だ
と
き
、
近
く
の
大
島
五
百

今
回
で


回
目
を
迎
え
た
法
人

会
主
催
の
﹁
簿
記
�
級
検
定
﹂
講

座
が
令
和
�
年

月

日
か
ら
令

11

10

和
�
年

月

日
ま
で

回
に
わ

1

20

14

た
り
法
人
会
館
�
階
研
修
室
で
行

わ
れ
た
。

講
師
に
は
東
京
税
理
士
会
江
東

東
支
部
所
属
の
豊
島
成
彦
税
理
士

を
迎
え
た
。

羅
漢
や
亀
戸
天
神
の
沿
革
な
ど
を

研
究
し
た
の
で
あ
っ
た
。

冠
山
は
﹁
宮
志
四
録
﹂
の
著
者

で
江
戸
後
期
の
儒
学
者
佐
藤
一
斎

に
な
が
く
学
び
、
そ
の
学
識
は
た

か
く
冠
山
が
世
に
で
た
こ
ろ
は
寛

政
︵
一
七
八
九
︶
の
こ
ろ
で
学
者

が
多
く
輩
出
し
て
、
ま
た
大
名
の

う
ち
で
も
学
者
が
多
か
っ
た
が
、

と
く
に
佐
伯
侯
毛
利
高
標
、
仁
正

寺
侯
小
橋
長
昭
と
松
平
冠
山
は

﹁
文
学
三
侯
﹂
と
称
せ
ら
れ
て
当

時
著
名
な
大
名
学
者
で
あ
っ
た
。

●
冠
山
の
業
績

文
政

年
︵
一
八
二
九
︶
鉄
砲

12

州
の
屋
敷
が
火
災
で
や
け
た
の
で
、

亀
高
村
︵
北
砂
	
丁
目
付
近
︶
の

別
邸
に
移
っ
て
、
も
っ
ぱ
ら
研
究

と
著
作
に
し
た
が
っ
た
の
で
あ
る
。

江
戸
地
図
の
小
名
木
川
南
岸
に

松
平
長
門
守
と
記
入
さ
れ
た
地
点

が
冠
山
の
別
邸
で
あ
る
。

冠
山
は
大
名
に
生
れ
、
め
ぐ
ま

れ
た
境
遇
に
あ
っ
た
が
無
欲
に
し

て
謙
虚
、
い
つ
も
服
装
は
か
ま
わ

ず
、
訪
れ
る
人
の
貴
賤
に
関
係
な

く
引
見
し
、
自
ら
も
先
方
を
気
軽

る
に
た
づ
ね
大
名
の
格
式
に
と
ら

わ
れ
ず
ね
ん
ご
ろ
に
交
り
を
も
っ

た
の
で
あ
る
。

令和 3 年 3 月 1 日 第 471 号 (�)

会員募集中� ｢あなたのお口添えを｣

わがまち

城東

その27

連載

熱心な受講生と講師

㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇

冠
山
は
前
述
の
多
く
の
著
書
を

の
こ
し
て
、
天
保
�
年
︵
一
八
三

三
︶
�
月


日

歳
で
歿
し
、
墨

67

堤
の
ほ
と
り
牛
頭
山
弘
福
禅
寺

︵
墨
田
区
向
島
︶
本
堂
右
手
に
そ

の
墓
が
あ
る
。

戒
名
は

﹁
停
雲
院
殿
冠
山
兀
叟
大
居
士
﹂

▲池田冠山の墓標

﹁
簿
記

級
検
定
﹂
講
座
開
催

全

回
終
了
！

3

14
フェイスシールド

着用の豊島税理士

今
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
対
策
と
し

て
、
三
密
を
避
け
る
た
め
に
定
員

を

名
と
し
て
募
集
し
た
と
こ
ろ
、

12名
の
方
が
受
講
し
た
。

12
簿
記
と
は
﹁
帳
簿
記
入
﹂
の
略

語
と
し
て
生
ま
れ
た
言
葉
。
仕
入

や
販
売
、
経
費
の
支
払
い
な
ど
、

日
々
の
取
引
を
記
録
し
て
お
く
必

要
が
あ
り
、
簿
記
に
よ
り
最
終
的

な
利
益
や
財
産
を
計
算
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

豊
島
税
理
士
は
、
仕
訳
か
ら
記

帳
、
決
算
手
続
き
、
財
務
諸
表
の

作
成
等
を
、
簿
記
の
基
本
原
理
や
、

取
引
の
処
理
な
ど
に
重
点
を
お
い

た
講
義
を
解
り
や
す
く
行
っ
た
。

今
年
度
は

名
中
、
	
名
の
方

12

が
皆
勤
賞
で
あ
っ
た
。

�
月

日
に
行
わ
れ
る
、
日
商

28

簿
記
�
級
検
定
試
験
の
合
格
を
祈

念
す
る
と
共
に
、
今
回
学
ん
だ
事

を
会
社
実
務
に
役
立
て
て
い
た
だ

き
た
い
。︵
�
月

日
寄
稿
︶

26

法人会

キャラクター

けんたくん
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スマートフォン等でe-Taxがご利用いただけます。

／／ ／
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�月

11日㈭ 決算法人説明会 中止 午前の部 午 前 10 時

午後の部 午 後 � 時

カメリアプラザ

〃

16日㈫ 無料記帳指導・税務相談 午 前 10 時 法 人 会 館

19日㈮ 源泉部会 研修会 中止 午後�時30分 法 人 会 館

24日㈬ 第�回 理事会 午後�時30分 アンフェリシオン

2021年e-Tax・eLTAX利用推進宣言 午後�時10時 アンフェリシオン

	月

13日㈫ 無料記帳指導・税務相談 午 前 10 時 法 人 会 館

15日㈭ ／第15回全国女性フォーラム新潟大会 延期（11／16） 朱 鷺 メ ッ セ

16日㈮ 税務研究部会 第50回 通常総会 午後�時30分 法 人 会 館

26日㈪ 第�回 理事会 午 後 � 時 アンフェリシオン

�月

11日㈫ 無料記帳指導・税務相談 午 前 10 時 法 人 会 館

15日㈯ 第43回 社会貢献活動「まちをきれいに」 午前
時30分 大 島 地 区

20日㈭ 女性部会 第54回 通常総会 午 後 � 時 法 人 会 館

21日㈮ 青年部会 第50回 通常総会 午 後 � 時 法 人 会 館

28日㈮ 源泉部会 第47回 通常総会 午後�時30分 法 人 会 館

◎内容・講師が未定となっている各部会の研修会等は、決まり次第ホームページに掲載しますので、ホームページを

ご覧になってください。

◎各種研修会・説明会には会員以外の方の参加も可能です。お問い合わせは事務局まで。 ☎03-3684-2303

㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇

P-B10031

◀行 事 予 定▶

下記行事は新型コロナウイルス感染症の状況によっては中止または延期となる場合があります。

開催につきまして当会ホームページでご確認いただくか、法人会事務局までお問合せください。

管内法人数 4,321社 法人会員数 1,461社 加入率 33.81％（令和	年�月31日現在)

／／ ／バックナンバーはホームページをご覧ください。http:／／www.koto-higashi-h.or.jp／

発
行
・
公
益
社
団
法
人
江
東
東
法
人
会

江
東
区
亀
戸
�

︱

︱

☎

(
	

�

�

�

)
�

	

�

	

Ｆ
Ａ
Ｘ
(
	

�

�

�

)
�

	

�

�

発
行
人

松
本
光
史

編
集
人

三
浦
繁
夫

印
刷
・
三
報
社
印
刷
㈱

17

15

第

回

通
常
総
会

10
開
催
日

�
月
�
日
㈫

会

場
：
ア
ン
フ
ェ
リ
シ
オ
ン

会

費
：
無

料

第
�
部

第

回
通
常
総
会
︵
午
後
�
時

分
～
︶

10

30

第
�
号
議
案

令
和
�
年
度
事
業
報
告
承
認
の
件

第
�
号
議
案

令
和
�
年
度
決
算
報
告
承
認
の
件

第
�
号
議
案

役
員
改
選
︵
案
︶
承
認
の
件

報
告
事
項
�

令
和
�
年
度
事
業
計
画

報
告
事
項
�

令
和
�
年
度
収
支
予
算

臨
時
理
事
会

第
�
部

懇
談
会
︵
午
後
�
時

分
～
同
�
時
︶

45

※
正
式
な
ご
案
内
状
は
�
月
上
旬
に
ご
郵
送
し
ま
す

ЯЯЯЯЯЯЯЯЯЯЯЯЯЯЯЯЯ
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Я
Я
Я
Я
Я
Я
Я
Я
Я
Я
Я
Я
Я
Я
Я
Я
Я
Я
Я
Я

▼
昨
年
か
ら
週

�
回
﹁
朝
の
	

分

間

ス

ピ

ー

チ
﹂
を
始
め
た
。

▼
始
め
た
目
的

は
、﹁
伝
え
た
い
事
を
端
的
に
伝

え
る
﹂
と
い
う
こ
と
を
習
慣
付
け

て
も
ら
う
た
め
で
あ
る
。

▼
始
め
て
み
る
と
、
様
々
な
性
格

を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。﹁
ス
ピ

ー
チ
数
日
前
か
ら
憂
鬱
に
な
る

人
﹂﹁
	
分
縛
り
も
な
ん
の
そ
の
で
、

話
続
け
る
人
﹂﹁
冒
頭
、
ス
ピ
ー
チ

が
苦
手
と
い
う
話
か
ら
始
ま
り
、

本
題
の
時
間
が
消
費
さ
れ
る
人
﹂

▼
内
容
は
別
と
し
て
感
心
し
た
こ

と
は
、
素
朴
な
ス
ピ
ー
チ
で
は
あ

る
が
そ
の
場
し
の
ぎ
で
は
な
い
準

備
さ
れ
た
ス
ピ
ー
チ
で
あ
っ
た
こ

と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
発
表
者
の

今
ま
で
知
ら
な
か
っ
た
側
面
を
知

っ
た
こ
と
か
ら
、
新
た
な
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
生
ま
れ
た
。

▼
た
っ
た
	
分
、
さ
れ
ど
	
分
。

思
え
ば
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
の
戦
い
も

	
分
だ
し
、
カ
ッ
プ
ラ
ー
メ
ン
も

	
分
だ
。
息
の
続
く
飽
き
な
い
時

間
ら
し
い
が
、
	
は
と
て
も
重
要

で
意
味
深
い
、
不
思
議
な
数
字
な

の
か
も
し
れ
な
い
。

(菅
)


